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我利ま前報(1)で,野盤根物約1390甑について水を加

えですりつぶした澄渡お作り,これらのアカイエカ劫

舶叉はショウジヨサバェ幼虫に対する殺虫効果な試験

した成靖を報街したが.攻め段階として,端有効なも

のについては我殺虫効果が如何なる含有成分に原因す

るものであろうか,此原因が果L/C戎植物に特有な合

有成分として成智に艶歌されでゐる物質と一致するも

のであろうか挙手か弘 一脚今昧する必欝があると思うO

即ちなるべく少盈aTJ橡体について簡易なJfg:挽肘こ

より数種のフラクションに分も,番数な成卵 ミその化

学的性質によってをれらの何れに来るかを確髄する七 丁

典に,その化学的性質を推知し,次の脚潜としての有

効成分の拙払 粉乳 構悲研兜の事がゝりとなし得る

に必要な呈色反晩 発性反騰を同時に行う様な検索法

が必賓である｡

此様な軍はあえて紋虫成分の研究に因らず,凡そ

春効野 を月梗とし五戒唖の植物から諾ぢ原因となる

べき成分を挟兜しようとする過程で問題となるべき轟

であろうo T

然し乍ら,汎るEは勺に痛合する采壁な体預や,必野
にして充分な基色東海や酸性反源を-執こ駅澄する都

ほ至難で,現在我々が行い得る癖ではないO

･我利幕命殺虫劫束を対凧とし,持ち合せの知和と材

料を用いて行い得る範囲で次の様な晩解法を瞥宏だ伽こ

設愛し,却こ従って出噂の殺到柴植物を処理して梅た
アラクシ ヲyについで･.畠邑･敵性反感及敬虫粥除を
･行った繊束に尉L報館する｡

4 2.新曲性植物成分一般橡索法の紙党

終蜘 蜘こよる植物成分のナ琴櫨東低としてはKle-
in:mndbuchケderPflan雄nAnalyselにR･Bricger(2㌔

Iの方泡が艶戟きれてゐるが,宜は検体を石的ふ-テル,
--チll,クpTJホルや,アルコールI冷水 汲水.

腰性の水,アルカ1)性の水の順啓で噸攻抽ttlL,朋 L

(1)防虫化単 15,39 (エ950)
(2)Bd.1,555(19的

Li.2

法セあるO然し此方法は各種の溶媒を用いて抽出を何
辺Fも反捜する蛸しさを持ち乍ら,必ずしも特定o
のみに或物質が移行すると言う結果を示さない｡
色反腰,矧'j成風に闘いCは断片的記蜘こ止便り,簡

･･体系化されてゐないO

我やほ膳妹による逐次抽出法によらず,

を細Jjした潔液を調製し,之から一斑操作によって化

･学的性質に基 いで碓実に数個の 7ラタシ ヨ

て第1'Aく様なシステムな理想とした｡絶成分の抽出の日

坤 こ 副 う 溶 媒としてほ,可胎性有機物及水静性有機物

の 仇 で を 溶 解すもものが理想であるが,

的 に 況 い も のとして7セトンを採用した.然し乍ら譲

後アセトi,抽出だけで杜水柳生有機物の抽出に不発

な番を認めたので,その抽出残穂を2%酒石酸液で
覆した憾液をアセトリ抽出物に愈併したものを総舶
物とし梅 次に此総帥出物にエーテル ･クロロホルム
温液(容放流1:1;地盤1･117)を加え,酒石酸 悼々
水溶部分と溶媒を分離する0番媒部分は2%洗練ナl
リサム液で抽出し酸性部分を分けた乳 蒸Ln残留物恕

酒石一敵対洩水瓶部分はアyそこ7'･ア)Lカl)性 となし'

且-チ)L･クTIT:,ホルふ漁礁で塩劉生部分を抽出弓熟

練性を中性に調節して水静性7ラクツヨy招 -る｡邸

も7ブタシヨyを次の様に区分した｡

1)Fl弧 ‡ 掩アセトン州土t物

望)Frac.ⅠIa中性揮籍性成分 (有機群雄即ち温-テル
かppホルム地紋にとけ,酸にも溺憩アルが汐にも

移行せず水L#熟こよって揮絹する成分)

.3)Frac.肋 中性不揮発性成分 (禰機溶媒に解け酸に
も異酸アルカリに屯移行せず,水菜蔵で擁鞘しなも.

部分)

4)FlaCLIII柳 生成分 (有機 酵妹から瀦駿ヅ,-ダ液にL

移研 一る部 分 ) ′
5)Fl･aC.IV塊 基 性 成 分 通 有 酸 々 性で有機準抑こ横

行せず,アンモ-7.7ル如咽 で痛 に移行す菰



防 虫 科

成分)

6)Frac.V 水瀞性成分 (酒石酸k性でもアンモニ ア
ァルカリ性でも有機脚掛こ移行しない水溶成分)

餐プラクシヨVに包含さるべき植物成分として笹大

凡次の様なものが予想朗 Lるであろうo

IIa将帥 (非テルペン旗,ラ㌦ ベン駄 7qT,ト7ネ

そこン其他

ⅠIb油脂,腿,榔胤 ステリン頂,不梯鞄性テルペ･/

､堺,テルペノイド, 7A /.一九構,植物色艶 晋味

質,配糖体其他不粋野性中性物質)

]ⅠⅠ有顧酸,カjLポキシル基を持たないが矧 盤を京す

け物質

(良)

･Tp;.I: 節 1;-･耽

lV アルカセイド基地精物撹盛 Aj
'V 淡水化軌 据E!償 ,サポニン,配糖帆 3rンニt/,

一背味質,共他水溶性高分子化合物
我々の一般娩窮牡を-闇表に憤とめると第 1求の漁

りであるC

攻に各ファクションLに適用すべき単色凪駄 釆性反

感 は極めて多環であり,雑物化学の進捗につれ断えず

補足改正さるべきものであろうが,今印ま澱初の拭み

としで第2議の様な平凡且潜辺的なもののみを採用す

るに止めた｡将来轍盈化学的な方法や擁桃性の鍵秀な

新試燕を進んで採用せねはなら粕と患ってゐるO

弟 1衷 撒物牧虫成分-般的槍繋法

帽 叉細 切換1('聖霊 畏普選 温 ,+アセ'､IJC'Occl

(2%酒癖 Cや 20-3吟醸 舶 } ′た∩二 ‥ _.触讐 専 轍

(車' (i-''50ccアセト欄 '
i~

(淀-テル･クロ1pホルム(1:1)3回抽肘)

(S)

(A)

(W)a

(7.(- ア･アルカ桓 -- ル･クpp- 棚 )
l

∴ _-1I.:-:.
t
.2Occ

Fi.ac.Ⅴ③

I
(R)

ldcc

Frac,Ⅰ⑳

(2硝 酸三号'リ叫 轍払､

lー~ー'ー~~~~~~~一一

馳 簸 離 藁 露 )
10cc 読 c
Fr弧IV◎ Ff痛 ⅠⅠ◎

硬

練 轟- 轡 警去得削

く雨

･一言 --A-;:L-_::;:__:_i:弓

嚇 趨 齢 麗 鰐 窟幣 警姦

(D)

(豪華享準 野 渡) 磁 轡 鷹 野 )
15ce 15cc
Fracm bく歩 Frac.IIa㊨

.lLTL:c
FraC.ⅠユⅠ噂

(lli)l

儒那 馳 テヨー'.経 と抑 )
5如
FlaC.ⅠⅠ(む

〔許ヨ (W)水溶部 (S)溶媒可滞部 (D)渦出部 (R)域部 ◎稀釈倍数 (療糠樺体に対して2倍の瀬〕

G3
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第2敦 殺虫試馳 こ併用して行うべき巣色,矧生民万民

略 隻‖ 反 応 試 験 l雪空震 空

九～¢yer.R,

ユ0,0/o/NaOH

〟 (加熱)

Fehln節 且 .

10%HClと数分加熱後
中和,FehlingR.

20%α-Naphtol.良.
Biul･Ct.R.

LiebcrmanBurchnrd.R,
alcohbユicPicricacid

醍 硫 酸
FE8de氏.I

Mg+alcoholie､HC1
10%永筋酸性プロム

5%alcoholicAgNO3

予 想 さ れ る 物 質

アルカTlイド

プ芯ノ-ルIオキシキノン朔

(溶解)ラク1･ン･,(溶解苑池)油脂
糖対,アルデヒド,ピレ7.1)ン,料 地遼東牲物質

配糖捧

ブエ′-ル,.フラボン ,クンニV

慧警'#讐 筈ペプチド i

テルべy,スチリソ,サポニン

アルカロイド'挿剰 dl(-CH=CH CTIT3合有)

7セボ トキシV,サポニン,アルカロイド其他アルカロイド

フラボIJ

不飽和テルペン化骨物

有機酸

〔詐〕 挽休漁は1-2滴を塊準とし'
R･′奇問は芳雄Lなかった0

3.頼 虫 拭 鶴

未発軌 こ於ける各-/ラダシヨyほ水城はアセトγ弊∫
液で,何れも元と自由に混和する施 殺虫試離 供統

昆虫としてアカイエカ (Culexpipi車gPallen号)ノ3齢

乃雷4齢血塊を選んだoアカヤエカは緊茨近辺に於で

最も菅通に見られる蚊のiTつであり,単内飼育も比校

的簡取で当ur･地毛に放て軍容飼育中なるを似て之を用
いた｡

策放芳法上lJては偲径約ユ沼cm,･Rさ約20cm の中

型弼散骨に水ユOpcを入れ,その中に各 プラク㌣ヨレ

0.1ccを ミクロピペット正で滴下しょく撮塩拡散せし

めて,アカイエカ3齢乃澄4齢幼虫,何れも実換室内

に放て代舟飼育を繰()嘩 した屯の番10四を加え･250

の聯卵稚内に激怒L,24時間後及び48時間後転之を検

Lj死亡幼虫数の全幼虫数に対する田舟琴を以て殺虫

率と澄めたOこの際東砂如こ噸化した幼虫ある場合は,

幼虫左肺との低挽をだ盟約に比戟㌧得ないために之を

一軒除外して磯戯琴を求めたQ各プラ如 妄ゾの常陸

に放て24時聞及48時間の改良率が典に50%以J:を示す

ものを有効フラクションとなし○印を以て親し,その

中48時間試験だけが5O%以上を義す場合をや し有効な
プラクyヨソと見倣Lqを以て現した｡拭陵実施中は
潜に水io叫こ幼虫10四を入れた対称をおき,この対称

.～

殺虫粥鰍 まか(の如く趨めセ簡興産屯の軌 沓椀物

相互の殺虫性比瞭株むつ噛､しく,又同や植蛎の各ブタ

妄シ相 和耶 瓢醜 緑 校も淀性的なもの櫨 と･曾億

64

時計m叉は小試験管で行うO

●

ることを附冨する｡

4.巣 鞠 成 棟

各政体についで上記の方法によC)プラク.シヨンを興

し それらにつUで,畠負圧腰並びに投虫釈放を行っ
た発臨調動ま次甲通E)である｡

No･1･ハナヒ汁ノキ EfLbolryoidesG,.ayalMH R̂A

var･obZong的Iia HAR人l(Rhodoraceac).犀潮音凱

ユ945･7･hf鰯 集束6gをすセトソ120でCで2整夜冷浸
後衛準による｡

No.2.L-ナt:1)ノキ
No･1と同一種の生薬1祖より常技による｡



酪 血 科 褒 鰐 適 幽

N.;i.ナセピ Piel･isjaPo11i･caD,DoN (Rhodol･a-
cb.Je)二子玉川;1945･7･
･:･推燥鶴来4gをアセトソ40ccで30分温浸後2%酒石
酸で1時間狙鼠 浸液は淡黄色発泡性O

No.4.-イドクサウ phrymahcplDSlachyaL.(Ph-
rymaceae)沌区白金台町;1948･8･

薬,選を蒐熱900,,10分処理後の粉末6gよ&)常法によ
る｡

回 ⅠⅠ 車ⅠⅠ回 Ⅴ

･P:十沈tSch鼎禍 . ナシ′Sch褐東

24教卓率% エ48iOO ･100 .0 0:･.loo 100う昔- P.

No.5.-イドクサウ ･

rNo.4と同一穂の虫の装;壁,]2gを了もト./温浸常

法による｡

No･6.シ■ロ,くナムシヨケギ.ク Cttrysallthell.･TLJI= ト

11eran'aefoli7LmVISIAがr(Asleyaceae)

岡山渡 ;1舶8.9.蒐花6gより常法による｡

No,7.サ ンショllJ XallthoxylzJlll ♪T.PCritzLm Dl･:
CANm r.Ll･:(R7LtaCeae)盤戸;ltJ48.10.

乾煉樹皮の細切6gを7-ヒトy603Cで混濁常法に

よる｡

rli II 回 可 Ⅴ

αN 十 _ P αN 1十

Sdl.農相

i穀虫率p-I2年90 80 -0㌔ユ0 ㌔.90
/モク.'-〟* 90 ･.10や IO-叫 100

No.8.サンショウ

No･7と同一礎の乾燥戎故地をアセトン60C噌 以て

粗汲'TItEl,ソ抽出摂執 ニエふテルI･クp.-トルムを

加えると多畠の褐色粉米を沈澱するO加 こ不執 酒

石酸浸液と合併,エ-テル･グppホルふな加え析出

した批激を娼別し,10ccのアセトソに溶かしたもの
馴朝))フラクションとするo

Prat.ⅠⅠをa,blこわけるolr鵬 イヌサリショウ射 こ
此し少い｡ 一

No.9.イヌサン･ン主1ウFagarL=llL7TIEcTztL.rE'carloNr肌(RtL的ceae)粕取;1948Ill.
乾 燥 紫敏,松子,果托恕変えた屯の職をダセト.I
6 0 ¢ C で 浬 深後衛淡に3:るO排紙班敏捷,払終わ抄
る . 多 敦 の 時熟典を有する‡地恕配や

32冠･
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N ･10･デリス DcrrI'sellil)licLIBJ･:mllrAN (Pa一
声TTriolJaceaC)魔.rja鳥;1948.i).

乾燥蝦を細末としたもの Ggより飴法によるO

∫III HIIHVl'Ⅴ

(牲〕 FllaC.1Ⅰは殺虫釈放成鰐ナyo

No.ll.エソ品ク AllilLm ScorodobraSELulL･var･

t'言VipqrunlRr･:(mr,(Alliaceae)磯培晶 ;lf舶･ユ0･

虫取輩 12gを乳鉢ですりつぶした汁に,7セトゾ

60こCを加えると自濁し,不借物が飴状に分断する｡

常鴫で処顎 ,Frac･1Ⅰ偲 a,帥 二かする｡I,ⅠⅠ,IIa,

lIbは何れも特異臭をもつO

No.19iタケ.=グーサ Macleya coydata R.BROWN
(Papa,veraceae)糖71谷;1948･8･
乾蚊簸釆鞄より常掛 こよるO

L嘩性区曝 <ヒN_鴨､lJi帝糠P:†~+翫h∴格 M 亜?.. サ Na ~哉Fe∴紫梱S=h**

･ユ00r (. 加O∴..汁.･: 3 1卜 ･.-0.

No.13.タケユダIJI

No.12と岡⊥概の生薬12gよ()幣法によるQ

lLi IL -1llI rIV I V

･..望,il一 1･lO軒 - A.+.,豆か." ･∴O.

'I的

躯 llJ鹿

N,･114.ポ タゾズル Clemat7:s apiifolia A.P.D】(

CANI'OLT･7111(RhantmcILl禦 ae).縛取;1948･ユll

免職12gよE)常淡によE)アヤトt/深覆2%酒石酸根

1:T7ccで胤弘 深場は著しく泡立つO別に生等80線

.水菜残務潤した流浪ユ50C二をエーテ)Lで納札 乾楓
議箱した撰液は特殊の臭気ある結晶を交えた油であ

No.16.辛-ダ
No･15t同一唾の乾燥樹皮末6gをアセトvl20cc

糊い 1時間蛸 ,細網璃隙に2%酒石酸15ccを加え

水浴串に促寝すると飴放とな､り増過不賂 改めて

轍を掛一冷感 卜る｡
I l II IJII

Not17Lクララ Sophoraa"gllStifoliaSr甲 Jl:T,㌢加 Pq･､,､
(Papllionaceae)大磯;194811O,
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舵焼脚igの粉末よE)やLFJ俄によるo

｢｢ 珊 ｢ 石

軸際 蒜 加熱Fe-M1十αN.舶
･陽極反応 Ag-によT3血赤色となる Li 褐Sch淡褐

Fh仙αN+ Fh -

可 o .0 0 0.

血 40 o 6̀0 0

No.18.ビヤクブ Stemo12a Jnl,011ITca Mr(itn肌

(sten10naCeae)訳京都製粥折死所閣場;1朋M ･

接収12gを軸切Li･ltt;法によるo

No.19.タバコ NicotiafLaTabacLLlILL.(Sol叫aCCE2e)

一制Fj描1"のぞみけ;lE149･6･焼軍喋6g鳥()常法による-.

､ j l] 11l lV V

N･.乱 ド)/サ ツギ Coriwia jabOlIica AGtiJ;Y

(Col･iariaccac)長野輝;19孤 7･

生-3Pq発6gを常法で2時間過温 義発残液は淡赤色

の永暦と紫色の油'酒石酸環礁を加えエトアル ･,;/

pTlホルムで抽出,,氷層は赤色,之をアyモ:-ア･

アルカリ腰 と璃 摘 色沈澱を生じ,之はよ-.テル

･クp-'ホルムにはとけないが,モーテルにはとけ
る｡蒸発域折は無色鰍沢,酒石酸貫滑液をIや,とする｡

IiII日ⅠⅠ日Ⅴ十号

N(,･2L･エゴノキ SlyraxJa♪071icaS工I.A.n T････L,Zuc(..

(sli･rlMae)北田各;lfJ肌8.

風干した未熟兵籍の細末 12gを7-Lrトン′120ccとユ

時間加温憾過一夜放概すると多蕊の仁伯紬桐生沈澱

を虫ずるo水浴上に軍報するとゼリー状域銭を手‰

2%酒石;酸課環液をアセトン軸出物に合併し,水浴
上に少時加班地場≡すると無晶形沈澱を壬ヒずる｡之を
そのま エゝーテル･タロワホルムで柚 ‡jFrilCIIを

分も'氷層及沈澱をアンモニア･アルカリ性とする
と,沈澱はと桝格邑酒となる｡ここ -テル･[/I:,Pホ
ルムで Frac･ⅠⅤ紬_u後中和LFrac･Vとする｡

I iIIi III ilVi Ⅴ
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No二ヨ.3.メヒジ- DigitLrria･sLHlglLiMligS(IoエーOJ.I

var.Ciliart'sDol汀･rJ.(Poaceae)北田称;1949･O.
生 の発革1蝕よt)館浩で洩罵アセト1欄抽残液に約
一が相当ありほうじ茶輝明触奥を認めるO,
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防 虫 剤

〔駄〕 メヒジ-ほ予試験(節1.報)で細軌 こ100.%'め

殺虫率を京したが,追訴の招来純劫であり,
念JL)i.51行った今b]の誓紙肋も佃効であったo

NL).ヨ:i.ト1)カブト JIcDlLl'lw)LjLゆ071ictLIZlrrm 7nm

(RaTJutlCulaceaL,)･Jij･沢山;ltJ姐 O.

弘の阻塞12gを紬臥 アセトtJ.L7日制服職 ,拭晒 ′

恕2/0,0'約相 好珊】川筏執こ箱船俄で湿覆し特別 フラ

クションlV′を漉す亡,他は幣掛 こよる.〕

IIIIIIHVIIV′1V

Nrh2-L ミソナオシ Des〃JOditLmCtln血EL〃11JA.P.I)I.:

C^Nl)批 T.1.:(Pai･ilio17aCeae)春rヨ部;t鵬tJO･

iEI.輩13gを用い借淡によるO

No･2百･七バイケイソウ Wel-atr〃m Slaml:lleLLm M ･̂

xtm vaL･.glabraNAf{AT(Mela71thaccae)

1躍施主;1(J48.i)･舵醸した板壁の粉末晦をアセトンGO

ccで温風 蒸発撰鴇を2%酒石酸浸液と鋼 Fした車

のにエ-更ル･ク≧p､ホルやを加与るも何れにも離
溶の槻色的状物質が分離するQ翻 §暦を分離後加減

サ るとその大部分は水厨に膳解して少盤の不消物な

劉 -.之を櫨別後7y右記ア･アルカリ性とすると

沈澱を虫ず畠O此沈脚忠ユニテル･タロ,.ホルム脱

液及びべ V'･'･-叫二は酎 な.いがか テルには溶け

.翫 茶箱するとJttE.色の歪封懲お粥し怖晶化せる.

GS

学 齢 lr)塊

次に筒尊捌軸ではないが絹島耀地かご何問に-イト

リシ}ジt,称LT'投出剤とし-こ用いられてゐる琴2概
について突放を行った成矧 こ関し報鞘するo

披附も1紬 句･:10月弼島聯安杭郡熟脚町の安部賢寄蟻
が依鵜により,同地附止で採集朗 L速附を受けたもの
でii)輯あった.っ

-151種は牝煉晶でt315gの船色長柄の大形肉質肝仁高
さ25cm,柄は上下鴨同筏をなし径6-7nm,

状に膨れる0i-.部よE)約8cmの桝捌観光の鐸な撮め

rるO傘は政経約71Ckm円錐形で中央は爽起しヒダは桃

生するO他の1楓t･,.rJi懐品で lLOgの衰r=他肉矧封で
高さユ7かm,傘は亀鑑t)cmで衆IrBil中央部にさゝくれ
があり,外辺に放射状に脈状のシワがある｡ 柄は約

1･4cmの円杖状,申各C･一上部にさしくれがあり,中下
部は縦に脈状のシT)があるo
以上の記棟は乾燥 品であE),jj.乾燥不充分の詰微を
生じてゐたので形態色等充分正倍に炎呪ttS鋸ないO
之等について閥立科学脚勿館植物学部小林義姉埋樽

に細道を榊調いした処,前者はカブカサダケ Z･epiola

:procertl(Scop)Qt7Ji'r一であり,後者はテングダケ

AmElnil(り)afllheriltEI(D.C)Sl･:CR と決定されたO此

矧こ小林博士北びに安部矧こ裸謝するo
N),26.テy ダダケJ/lmaTllEa1,alllherilla(】),C)Slnln

摘島輝熱髄町;ltjfu･10.風干した封封体1712g

.172ccのアセトンで蝦 ,幣淡による｡2%独敬ナト

リウムで抽出の際甚しく乳化したので食塩で塩析し
分翻したoFr机C.iIIは多数でL一部結晶恕析出する｡

帆IM【mMTr l叫汀仙11ⅠⅠ小一11Vl



防 山 科 J';{T節 l'-)舵

5.着 頻

以J･･実鹸した高等植物耶払 葦2矧 こ?いて料別に
酪rjiL,その殺出動架を示す7テクシヨン(lほ除く)I

そのブラ.//シヨソで陽性な圧政 三軌封の推息 文榔Jr.
掴L勘 に牌有と見放さるべき合有成分,抑Ijf:泌例と

文献｣この含イ成 分.とのrF=ij典別七校すると次米の油 日't::
fy･)るO佃丈敵としてほゴミとして C･Wehnler:･Die
PflallZerlStOfrc,Zweiter机lfl哨C(llJ:u)を引榊し,

それ以外に撲るものはた即叶を明記するQ

第 3襲 希種棉物 の殺山桃 ツタ I/シ ヨン と粟附 の翠解
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文献上の特
有合有成分

(IT)αN,Sch

金恒 II((ifI))LiiFAl;

申脚勿質 牒 琵 nhltI'L
iemicacidI,ⅠⅠ

ナシ

ァルカT3イ
ド

アルカロイ

Stemolli1
Stemonidil｣

I/ .Lldnjervin
etc:

品筏濃貰 う

摘 顎

Metcau':
Theplodc

ganicInsect

刈米･木酢

.辞 聖晶 :
Frac.宋業駿

〔tiEコ(1)()舶 S時間だけ50.%/以上殺虫率起訴したものb(盟)特有予想成分を対鹿とする確認尿TAAJ,ま行って
(3)･JIJI頁だけな記したものはC,WehmerDiePflan2:enStOffe(1931)によるO※推定D

6.結 き漁

(1)殺虫.1'tB朗勿成分を系統的に検索する鰭の一般峻

緊也を設殺したO此翰索也によって得られるワラ)Jジ

ョンは l)総アセトV的山成分, ⅠⅠ)中性成分,a)
揮矧弘 b)不揮矧弘 IrI)酸性成仇 ⅠⅤ)塩基性成

分,Ⅴ上村拝部分であるo

(2)沓 プラクyヨゾに璃骨子-べき景色虜 凹=.K艦を決

定した,

(3)2堰 の欝物権侍 (約3威総和 について判じた各
ワラ9･yヨ･ソについて,7カイェカ幼虫に対する殺虫
紺汲む行った｡.

(4)軍機某を有効 プラクyヨン別にするとFrac･ⅠⅠ)

ボタンゾル(al, タJJ'ェがサ,デリス, ミソナオシ,

サゾシー3サ果,イヌサゾyヨウ澱 (a,b)!キノ､ダ風,同柳

ぬ ドクウツ軌 ハナu J車, 去｡V′恥 タ,,V｡,

-イドクツウ,シロバナムシヨ5･.ギ3',､コバイケイソ

ウ,韻ゾエク,テyグダケ,Fra去.ⅠⅠⅠ)ドクサグギ,

エゴノ牛,.シロメナムγヨケギ9,テyダダケ,'Fl･aC.I

ⅠⅤ)トリ､カブト,クララ,'タバコ,ビヤタブ,コパイ

Jrイゾウ,Frac･V)サゾyヨウ樹皮.アセビ,エゴノ

車であるO

(5)襲漁から堆貸される投出性の穿開と文敵七に紀

されでゐる基植物の特碑 有成分七を比較すると, -

致するもの1摘 (1鍬 ま推恋)･一部一致するもの軍例,

一致しないものl俳 文朝来苛己朝の煽疑問の冬の4鰍
有 効 7ラクシヨンな蘭め綿ないもの2例で轟,つた｡,
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effectivefractionf上Om aplant,･thewhf)leextract
ofwhiぬ ShowedinseiCticidalactivitywer8eStn-

blished･Thi且e)nSistedinthes.ystem赦icfraction-
ir唱underthefollowingprocedul･e.

I.Whol¢pal･t.

1LNeutrdlwaterins10lubleJ(a写volatilqiMl･t.
(b)urLVOlatT1¢pflrt.

'M.Acidicpart.
ⅠⅤ.Basicpart.

(material,(ト12g.)

ThecolorreaCti(}nsusingMey触′sR･,Fehlhg'
R･,10,0iNdOH,1,0,g FやCl3,かNapもto】,picy3c
acid,coユICAH望SO4,LiebeI･man-Burchal･dA.,arld
5/op'alcoholicAgNO3Weretastedine令chfractioTl.

Twenty-fQlrkindsofplants,whidlreported
inthefil･stpapel･,Werefurthertestedbythis
method･Insectic.a1nationofeaGllfractionagこ-

instCuleh～抽 言cIZSゝ PallenSlarvaeweretested･
Those☆hichshowedmorethan馴)% mortality
after24to4Shourswere▲asfo柑ows:tract;onII

of16species,fractibnIIIof4,species,fractio
IVof5時eciesandfL.aCLnVoftrきspecles.
Ⅰnfort_enr,jSラStheresultswerecoinciden

withth紙l･epOr亡edinsomeliterature,i一llhFee
casesp8rtiallycoinc'del鴫 inonec旭enotc)in
cident.Foul･k'nd80fplan申,wh'ch h一d Ilo
be占nstudiedfortheirspecialingredienta.irlart
literature,werefoundtollayやiflSeCticidalaction.

Tn】tw∂kindH一fpl.､nt5,veぐOuldnotleCO
れ唾 ｡OSitこvel･eSultsinanyofthefractions.


